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グリーンフィールド水和剤

グリーンフィールド粒剤

ショートキープ 液 剤

ド ラ ー ド 液 剤

ナ イ ン G 乳 剤

バウンティフロアブル

ビオロックフロアブル

プリモマックス液 剤

プ ロ キ シ 液 剤

普

普

普

普

普

普

普

普

普

フルルプリミドール 50

フルルプリミドール 1

ビスピリバックナトリウム塩 3

ベンジルアミノプリン 2

ニコスルフロン 4

パクロブトラゾール 21.5

プロヘキサジオンカルシウム塩 25

トリネキサパックエチル 11.2

エテホン 21.5

A

A

A

A

50g×20

500g×4

5kg×2

1L×5

1L×3

250ml×10

250ml×4

100ml×8

250ml×4

1L×6

92,000

178,000

33,000

82,400

90,000

55,000

35,000

52,000

65,000

103,140

92,000

89,000

3,300

16,480

30,000

22,000

35,000

65,000

 
65,000

17,190

1L×6 64,98010,830

1ケース単価￥
（税抜き）

KG・L当り単価￥
（税抜き）

魚毒
性

一 般 名
（A・I％） 包　装毒性

日本農薬

日本農薬

理研グリーン

理研グリーン

石原バイオ

シンジェンタ

普ルフェヌロン 5.2
トリネキサパックエチル 2.5

ピラクロストロビン 5
フルキサピロキサド 4
 

シンジェンタ

エンバイロ

ワ ン ポ イ ン ト商　　品　　名 登録メーカー

クミアイ
理研グリーン

シンジェンタ・住友化学
日本農薬・日産化学

植物成長調整剤（刈り込み軽減・根部伸長）

さまざまな植物の草丈の伸長を長期抑制。
植裁の雑草伸長を抑制し、剪定軽減も可能。

一年生及び多年生雑草の刈取り軽減。

芝刈軽減等場面広し、雑草にも適用有り。

スズメノカタビラの出穂を抑制。ベントグラスに
安全性大。プロキシとの混用で効果大。
チガヤ、ススキ等の多年生イネ科イネ科雑草の
伸長抑制。法面の保護に。
西洋芝（ベント、ブルー、ライ、フェスク、オーチャード）
の刈込み軽減。 

日本芝･西洋芝・のしば:0.1～0.15ml/㎡

西洋芝（ベントグラス･ケンタッキーブルーグラス):1～1.5ml/㎡

1回1㎡当り登録薬量
日本芝:0.2～0.4g、西洋芝:0.1～0.2g、雑草:0.4～0.8g

日本芝草丈伸長抑制:0.025～0.075g
ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ密度低減(ﾍﾞﾝﾄｸﾞﾗｽ):0.025～0.05g

ﾍﾞﾝﾄｸﾞﾗｽ草丈伸長抑制:0.0125～0.05g
ﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ草丈伸長抑制:0.025～0.075g

日本芝:0.04～0.08ml/㎡、
西洋芝（ブルーグラス）:0.04～0.08ml/㎡、西洋芝（ベントグラス）:0.02～0.06ml/㎡、

日本芝:無人ヘリ:20倍
日本芝:0.05～0.1ml/㎡、日本芝(ﾉｼﾊﾞ）:0.05～0.075ml/㎡

日本芝(ｺｳﾗｲ）:0.035～0.075ml/㎡、西洋芝(ﾌﾞﾙｰ）:0.05～0.2ml/㎡
西洋芝(ﾍﾞﾝﾄ）:0.05～0.075ml/㎡、西洋芝(ﾊﾞｰﾐｭｰﾀﾞ）:0.05～0.14ml/㎡

㎡/lm1.0～50.0機空航人無*：）ｰﾙﾞﾌ(芝洋西、芝本日

日本芝:0.75～1.5ml/㎡、
西洋芝(ベント・ブルー・ライ・フェスク・オーチャード）:0.04～0.4ml/㎡

西洋芝（ベントグラス･ケンタッキーブルーグラス）:
0.6～1.2ml/㎡・エテホン加用:0.3～0.6ml/㎡

日本芝:0.5～1ml/㎡、ノシバ:0.75～1ml/㎡
西洋芝（ベントグラス･ブルーグラス）:0.1～0.2ml/㎡

日本芝:10～20g/㎡、

0.2ml/㎡

西洋芝（ベントグラス･バーミューダ･ブルーグラス）:5～10g/㎡

日本芝及びブルーグラス・ベントグラスの刈込み軽減。

日本芝及び西洋芝（ブルー、ベント、バーミューダー）
の刈込み軽減。

植物成長抑制剤による日本芝の刈込軽減と表皮形成
阻害による幅広い虫齢への殺虫効果をこの一剤で。
西洋芝（ベント・ケンタッキー）内のスズメノカタビラ
の出穂抑制。

丸 和 レ キ シ コ ン 普 1kg×6 64,80010,800丸和バイオ 西洋芝(ベントグラス):1g/㎡ 西洋芝（ベントグラス）における根重および芽数の
増加。他にも幅広い病害に登録有り。
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良いターフを作るために施肥を行うと芝生は伸びます。気温が高い6月から9月にかけては水分が十分あれば芝生は猛烈に成長します。
水分が多いということは雨が多いというわけで芝刈り作業も遅れ気味になり、伸びた芝生はプレー上ばかりでなく、芝生の生理、管理上も問題があります。
よい芝生を作るために芝生の成長を抑制する剤の中でも、ビオロックフロアブル、プリモマックス液剤は茎葉から吸収させるという方法で散布の容易さと
高い効果を実現しています。
高いクオリティを求められる場面から優先順位をつけて使用したいものです。
フェアウェイは刈り込みが容易だからと見られていますが、現実には梅雨時期に徒長したり、刈りかすが残り、スイーパーもままならない場合が多いのです。
ティ周り、グリーン周りのように面積の割に作業効率の上がらない場所も最適です。ティ面も同時に出来る場合があります。
ラフ、特に法面ラフ、要望が多いのがこの場面です。散布に手間がかかるのが欠点ですが、スパウターやラジコンヘリコプターの利用で効率化できます。
弊社では、植物成長調整剤散布の請負も行っており、魅力的なプログラムをご用意しています。ご相談下さい。

概 要：

使用場面：

散布間隔および回数    ：
㎡当り薬量および水量 ：
＊注意事項
　・散布に適した天候　 
　・散布器具、方法    
　・散布前後の管理
　　　★ 刈込み・散水
　　　★ 更新作業　     
　　　★ 施肥
　　　★ その他

：雨天を避けて下さい。       
：薬液は茎葉部に均一にかかる器具を用いて茎葉散布を行ってください。       

：散布後１日以内は避けて下さい。       
：植物成長調整剤散布後２週間以内の作業は避けて下さい。       
：植物成長調整剤散布前の施肥をお勧めします。施肥後肥効が現れ、刈カスが増加し始めた頃が散布の適期です。
　植物成長調整剤散布後２週間以内の施肥は効果を相殺するためお勧めできません。
　施肥は重要です。この剤の目的は芝生を伸ばさないことではなく良いターフを作ることです。
：ターフの状態により通常より強い効果が現れ、処理後ターフの緑色向上が遅れたり、下葉の枯れが目立つことがありますが、
　２週間程度で解消し、その後は無処理より緑色が向上します。抑制が切れると芽数が増加します。

5～6週間隔で2回以上散布が効果的です。
剤の種類、芝の種類により異なります。

植物成長調整剤（ビオロック、プリモ）の使い方

プ リ モ 虫 乳 剤

shimomura

13,000

shimomura

78,000



主な芝用殺虫剤の作用機構による分類
）略省型剤（）例（名薬農有効成分代表的有効成分主要グループと一次作用部位 IRAC

ガゼット
リラーク
オルトラン
ダイアジノン、ショットガン、ランダイヤ
スミチオン
カルホス、グリーンカルホス
トクチオン

トップチョイス

パンチショット
サニーフィールド
エンバー
スカウト
フルスウィング
タフバリア
ビートルコップ

スピネアタック

アイザワイ系統；ゼンターリ
クルスターキ系統；トアロー、チューリサイド、デルフィンアイザワイ
＋クルスターキ系統；バシレックス

ナイスイーグル

グレモ
ガードワン

風神X、ホークアイ

アセルプリン
エスペランサ
ダブルトリガー
テトリーノ
スティンガー
イザナミ
テラ
シバマル

カルボスルファン
チオジカルブ
アセフェート
ダイアジノン
MEP (フェニトロチオン)
イソキサチオン
プロチオホス

フィプロニル

ビフェントリン
エトフェンプロックス
ペルメトリン
トラロメトリン
クロチアニジン
イミダクロプリド
チアメトキサム

スピネトラム

B.t. subsp. Aizawai
B.t. subsp. Kurstaki

クロルフルアズロン

メトキシフェノジド
テブフェノジド

インドキサカルブ

クロラントラニリプロール
シアントラニリプロール
シクラニリプロール
テトラニリプロール
フルベンジアミド
フルキサメタミド
ブロフラニリド
ピリダリル

カーバメート系

有機リン系

フェニルピラゾール系
(フィプロール系)

ピレスロイド系
ピレトリン系

ネオニコチノイド系

スピノシン系

Bacillus thuringiensis
と殺虫タンパク質生産物

ネライストキシン類縁体

ベンゾイル尿素系

ジアシル-ヒドラジン系

オキサジアジン

ジアミド系

イソオキサゾリン系
メタジアミド系
ピリダリル

アセチルコリンエステラーゼ（AChE）阻害剤
【 神経作用 】

GABA作動性塩化物イオン(塩素イオン)チャネルブロッカー
【 神経作用 】

ナトリウムチャネルモジュレーター
【 神経作用 】

ニコチン性アセチルコリン受容体(nAChR) 競合的モジュレーター
【 神経作用 】

ニコチン性アセチルコリン受容体(nAChR) アロステリックモジュレーター - 部位Ⅰ
【 神経作用 】

微生物由来昆虫中腸内膜破壊剤
【 中腸 】

ニコチン性アセチルコリン受容体(nAChR) チャネルブロッカー
【 神経作用 】
CHS1に作用するキチン生合成阻害剤

【 成長調節 】
脱皮ホルモン(エクダイソン)受容体アゴニスト

【 成長調節 】
電位依存性ナトリウムチャネルブロッカー

【 神経作用 】

リアノジン受容体モジュレーター
【 神経および筋肉作用 】

GABA作動性塩化物イオン(塩素イオン)チャネルアロステリックモジュレーター
【 神経作用 】
作用機構が不明あるいは不明確な剤

1Ａ

1Ｂ

2Ｂ

3Ａ

4Ａ

5

11A

14

15

18

22Ａ

28

30

IRACコード表日本版（2021年9月）（芝用農薬限定）
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ドローンで使用可能な農薬  

普

普

普

普

普

普

普

普

普

普

普

普

普

普

100ml×8

250ml×4

250ml×10

250g×6

100ml×6

125ml×4

500ml×10

500ml×12

500ml×20

20倍 0.04ml

0.05～0.1ml

0.2ml

0.15～0.4ml

0.03ml

0.03ml

0.075ml

0.2ml

0.057g

0.3～0.4ml

0.03ml

0.8ml/㎡

0.8～1.6ml/㎡

0.8ml/㎡、1.6ml/㎡

0.8ml/㎡、1.6ml/㎡

0.8～3.2ml/㎡

3ml/㎡、6ml/㎡

0.8ml/㎡、1.6ml/㎡

0.8ml/㎡

0.8～3.2ml/㎡

0.8ml/㎡、1.6ml/㎡

0.8ml/㎡、1.6ml/㎡

3～4ml/㎡

3ml/㎡

52,000

65,000

64,980

98,000

76,700

70,000

72,000

58,000

43,500

39,480

64,980

76,500

40,200

317,000

65,000

65,000

10,830

9,800

15,340

7,000

120,000

116,000

17,400

6,580

10,830

51,000

3,350

31,700

一　般　名
（A・I％）

魚毒
性

1ケース
単価￥

（税抜き）
商　　品　　名 毒性型種

シンジェンタ

シンジェンタ

シンジェンタ

シンジェンタ

シンジェンタ

井筒屋

BASF

シンジェンタ

登録
メーカー 対　象包　装

希釈倍数 水　量登録薬量

使用量（㎡当り）KG・L当り
単価￥

（税抜き）

草丈の伸長抑制による刈込み軽減

草丈の伸長抑制による刈込み軽減

ラージパッチ

マツノマダラカミキリ成虫

スジキリヨトウ

スジキリヨトウ

シバツトガ、スジキリヨトウ

マツノマダラカミキリ成虫

マツノマダラカミキリ成虫

ビオロックフロアブル

プリモマックス液剤

プ リ モ 虫 乳 剤

シバンバPROフロアブル

セルカディスフロアブル

エコワン3フロアブル

シンジェンタ アセルプリン

テ ラ フ ロ ア ブ ル

ナイスイー グル S C

パンチショットフロアブル

プ リ モ 虫 乳 剤

ホークアイ顆粒水和剤

マツグリーン 液 剤 2

モ リ エ ー ト S C

プロヘキサジオンカルシウム塩 25

トリネキサパックエチル 11.2 

フルキサピロキサド 26.5

チアクロプリド 3

クロラントラニリプロール 18.4

ブロフラニリド 20

クロルフルアズロン 10

ビフェントリン 2

インドキサカルブ 20

アセタミプリド 2

クロチアニジン 30

ルフェヌロン 5.2
トリネキサパックエチル 2.5
アゾキシストロビン 18
ヘキサコナゾール 15.3

ルフェヌロン 5.2
トリネキサパックエチル 2.5

A

A

A

A

三井化学、
クミアイ

クミアイ、

石原バイオ

丸和バイオ

日本曹達

住友化学

理研グリーン

1L×6

1L×6

1L×10

1L×12

10L×1

4倍(0.8ml/㎡)･
8倍(1.6ml/㎡)(ﾖﾄｳ)

スジキリヨトウ、
草丈の伸長抑制による刈込軽減

スジキリヨトウ、
草丈の伸長抑制による刈込軽減

ラージパッチ、カーブラリア、
ダラースポット、象の足跡

シバツトガ、スジキリヨトウ、
ケラ

シバツトガ、タマナヤガ、
スジキリヨトウ、シバオサゾウムシ

4倍(0.8ml/㎡)･
8倍(1.6ml/㎡)(ﾖﾄｳ)

0.2ml(ﾂﾄｶ゙ ･ﾖﾄｳ)、
1ml(ｹﾗ)

0.8～3.2ml/㎡、
4ml/㎡(4倍 ｹﾗ)

0.3077～0.4ml(0.8ml/㎡)、
0.2857～0.4ml(1.6ml/㎡)　
0.25～0.5ml(ﾗ ｼー゙ ﾊ゚ ｯﾁ)、
0.25ml(ｶ ﾌー゙ ﾗﾘｱ･象)、
0.302～0.3077ml(ﾀ ﾗ゙ )ー

4～16倍(ｼﾊ゙ ﾂﾄｶ゙ ･ﾖﾄｳ)、
4倍(ｹﾗ)

14倍(0.8ml/㎡)、
28倍(1.6ml/㎡)　

7.5倍(3ml/㎡)、20倍(3ml/㎡)、
40倍(6ml/㎡)

27倍(0.8ml/㎡)、
54倍(1.6ml/㎡)　

3.2～12.8倍(ﾗ ｼー゙ ﾊ゚ ｯﾁ･
ｶ ﾌー ﾗ゙ﾘｱ･象)、2.6～10.6倍(ﾀ ﾗ゙ )ー

2～2.6倍(0.8ml/㎡)、
4～5.3倍(1.6ml/㎡)　

植
物
成
長
調
整
剤

殺
虫
剤

殺
菌
剤

10倍

100倍

32倍

10.7～42.7倍

shimomura

13,000

shimomura

78,000


